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            永 本 浩 子 
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            山 口   諒 

 

午前10時00分開会 

○石垣直樹委員長 ただいまから、総務経済委員会

を開催いたします。 

 初めに本日の委員会ですが、澤谷委員から欠席の

届出がありましたので御報告いたします。 

 本日は、所管事務調査について協議します。それ

では、議件１網走市強靱化計画の改定について説明

を求めます。 

○村上雅彦都市整備課長 網走市強靱化計画の案に

ついて御説明をさせていただきます。これは地域計

画となっております。それでは強靱化計画の概要版

を御覧ください。 

 目的や背景といたしまして、国土強靱化計画につ

きましては、国において平成25年12月、強くしなや

かな国民生活の実現を図るため、防災・減災等に資

する国土強靱化基本法が施行されました。この基本

法に基づきまして、平成26年に国土強靱化基本計画

が策定され、同年７月、その基本計画が閣議決定さ

れました。また、北海道においても北海道強靱化計

画が平成27年３月に策定され、現在まで修正や改定

が行われてきております。 

 この強靱化基本計画では、国民生活や国の経済活

動に甚大な影響を及ぼす可能性のある大規模自然災

害のリスク低減に向けた取組が進められてきたとこ

ろでございます。これらの計画において全国的な豪

雨災害の激甚化、頻発化、避難施設における感染症

の蔓延、生活環境の悪化による災害関連死の増加な

ど、新たなリスクに対応する改定が行われてきたと

ころでございます。 

 網走市におきましては、国や北海道の動向を見な

がら、令和２年３月に網走市強靱化計画を策定して

おり、計画から５年が経過したことを踏まえ、今回

改定を行おうとするものでございます。 

 計画の位置づけとしまして、本計画は基本法に基

づき策定を行っております。国土強靱化地域計画と

は、あらゆる大規模災害、大規模自然災害等に備え

るため、事前防災減災と迅速な復旧復興に資する施

策をまちづくり施策ですとか、産業施策も含めた総

合的な取組としてまとめた計画となっております。

網走市の第６期、網走市総合計画やほかの分野別計

画とも連携をしております。 

 また重点的、分野横断的に推進する計画といたし

ましては、網走市の地域防災計画、また産業、医

療、エネルギー、まちづくり、交通等の国土強靱化

に関する部分の施策と連携もしております。特に関

わりの強い地域防災計画との関連性を図示したもの

を掲載させていただいております。 

 続きまして、網走市の強靱化の目標といたしまし
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ては、本市のみならず国家的な課題として取り組む

必要があります。 

 まず初めに、国の基本計画に掲げる四つの基本目

標、一つ目、人命の保護。二つ目、国家社会の重要

な機能が致命的な障害を受けず維持されること。三

つ目、国民の財産及び公共施設の被害を最小化する

こと。四つ目、迅速な復旧復興ができること。さら

に、北海道の強靱化計画に掲げる三つの目標、一つ

目、生命財産と社会経済システムを守ること。二つ

目、北海道の強みを生かし、国全体の強靱化に貢献

すること。三つ目、持続的成長を促進すること。こ

れら国や北海道の目標に配慮しつつ、網走市として

四つの目標を掲げております。 

 網走市の目標ですけれども、一つ目、人命の保護

が最大限に図られること。二つ目、市民の財産及び

公共施設に係る被害の最小化。三つ目、迅速な復旧

復興。四つ目、市の持続的成長の促進の四つの目標

を掲げております。 

 網走市強靱化のための施策プログラムの抜粋を御

覧ください。 

 網走市強靱化計画では、当初、七つのカテゴリ

ー、20の起きてはならならない最悪の事態・リスク

シナリオを考えておりましたが、今回の改定では、

六つのカテゴリー、20のリスクシナリオとしまし

た。改定でカテゴリーが一つ減ったのは、当初カテ

ゴリー内にありました二次災害抑制というカテゴリ

ーを経済活動の機能維持に吸収したものによるもの

です。 

 それでは、今回改定において設定したカテゴリー

について御説明をします。一つ目、人命の保護。二

つ目、救急活動等の迅速な実施、避難生活環境の確

保。三つ目、行政機能の確保。四つ目、経済活動の

機能維持。五つ目、情報通信網や電力等ライフライ

ン、交通ネットワークの確保。六つ目、迅速な復旧

復興としております。 

 網走市強靱化計画の施策プログラムの中から一部

を抜粋しておりますので、御説明をさせていただき

ます。残念ながら都市整備課が担当する分野でない

施策もかなり多く入っていることから、担当課ほど

詳しく説明が難しいところもありますので、御了承

願います。 

 それでは初めに、六つのカテゴリーのうちのカテ

ゴリー１、人命保護のうちリスクシナリオにつきま

しては、地震等による建築物等の大規模倒壊に伴う

死傷者の発生というところで、住宅やその他建築物

の耐震化について定めております。指標といたしま

しては、多数の者が利用する建築物の耐震化率

93.7％をおおむね解消することを目標としておりま

す。 

 次にカテゴリー２、救助救急活動等の迅速な実施

や、避難生活環境の確保のうちのリスクシナリオと

いたしましては、２の２、被災地における保健医療

福祉機能等の麻痺、大規模な自然災害と感染症との

同時発生というところでは、災害規模に応じた適切

な医療救助活動を実施するため、医師会、歯科医師

団に対する派遣要請はもとより、災害救急時におい

て、北海道に対して災害派遣医療チームの派遣を要

請する等、災害支援体制の強化を推進することとし

ております。指標といたしましては被災地の医療支

援に係る防災協定の件数について、現在３件ですけ

れども、それを維持することとしております。 

 少し飛びましてカテゴリー５、情報通信網や電力

等ライフライン、交通ネットワークの確保のうちの

リスクシナリオとしては５－３、上下水道施設の長

期間にわたる機能停止では、下水道関連について抜

粋をしております。指標といたしましては、ストッ

クマネジメント改築計画の実施率を2024年20％か

ら、2029年100％を目指すこととしております。ま

た、くみ取りですとか単独浄化槽から合併浄化槽へ

の設置を推進するため、合併浄化槽設置率を2019年

の63.9％から2029年に70％を目指すことなどを指標

としております。このほかに本編では、上水道の基

幹管路耐震化率を2024年64％から2029年80％を目指

すことなどが掲げられております。ほかにも各課よ

り複数の指標が示されており、後ほど御確認のほう

をお願いいたします。 

 最後に、各施策を推進するため担当課による事業

名等を掲載させております。本計画を策定すること

で国からの重点事業に該当したり、交付金等を推進

するために策定が推奨されていたりと、必要な計画

となっているところでございます。 

 説明は以上となります。 

○石垣直樹委員長 ただいまの説明で質疑等ござい

ませんか。 

○村椿敏章委員 ５年たって改定が必要だというこ

とだと思うのですけれども、この標準化というのも

かなりお金がかかるところで、計画を立てたとき

に、裏づけとなる予算とか、そういうのというのは

考えた上で、こういう計画を立てているのでしょう

か。それとも、その部分ね、要は、国のほうは国の
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ほうで強靱化計画を立てている。網走も立てましょ

うと形としてはそうなっているのだろうけども、本

当にこれができるのかっていうところが非常に疑問

だなというふうに、思いました。 

 特に上下水道施設の長期間にわたる機能の停止と

いうところの指標のところで、ストックマネジメン

ト改築計画実施率が24年が20％までいっているけれ

ども、あと５年で100％にしますというところは、

非常に難しいのではないのかなと。ただ、その下の

圧送管二条化整備率については22.6％から36.5と。

これが計画している実際の数字なのかな、なんてい

うふうに印象を受けたのですよね。その点について

ちょっとお聞かせいただけたらなと思います。 

○村上雅彦都市整備課長 強靱化計画につきまして

は、国を挙げて全国で強靱化に取り組みましょうと

いうことで、国のほうも国土強靱化実施中期計画と

いうものを立てております。その中にいろいろな各

交付金事業ですとか補助事業のメニューも載ってい

て、それを使わせていただきながら、網走市のほう

も強靱化に取り組んでいきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 ストックマネジメントの改築計画等の実施率につ

きましては、すみません、なかなかいただいた数字

で中身のほうが詳しくないのですけれども、多分計

画を立てるのが100％になるということではないか

なというふうに認識しているところなのですけれど

も、よろしいですか。 

○村椿敏章委員 計画を立てるという部分が、この

実施率だというのか、ちょっと本当にね。ただ、下

は整備率だし、あとはその下が設置率というふうに

書いていますから、何か計画の実施率だから、計画

を立てるというところなのかもしれないですね。わ

かりました。これも改築の整備率をどこまで持って

いくんだというのも必要なのかなとは思います。 

 以上です。 

○石垣直樹委員長 そのほかございませんか。よろ

しいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 なければ、以上で総務経済委員会を終了いたしま

す。 

午前10時12分閉会 

 


